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特徴

認定書・証明書

支持力、貫入力、コストパフォーマンス、すべてにおいて高いクオリティーを実現した工法
● 杭径はφ１０１.６～φ４５７.２の１１種類、翼径は250～1150mmの27種類あり、多種多様な施工条件に対応できます。

● 先端翼は二枚翼タイプでありながら二枚翼の交点を鋼管側面付近にしたことで、すぐれた貫入性能と高い支持力を発揮します。

● 地盤条件に合わせて施工性を考慮し、下翼に補助掘削刃を取り付けることができます。

● A.M.Z施工管理者による高品質な施工管理を行います。
●「押込み方向および引抜き方向の先端支持力係数 α、κ 」は、砂・礫・粘土どの地盤でも同じ値のため、
 支持力も地盤を問わず同じ値となります。

よく

※は特許取得

認定・証明番号一覧
●国土交通大臣認定・建築技術性能証明

粘土質地盤
［ TACP-０６３３ ］
2021年10月15日

［ GBRC 性能証明 第20-14号 改1 ］
2021年10月15日

●建築技術性能証明
 引抜き方向

●国土交通大臣認定
 押込み方向

砂質地盤・礫質地盤
［ TACP-０６３２ ］
2021年10月15日

※

※

TACP-０６３２

TACP-０６３３

砂質地盤・礫質地盤

粘土質地盤

砂質地盤・礫質地盤・粘土質地盤

押込み方向

引抜き方向

国土交通大臣認定

建築技術性能証明 GBRC 性能証明 第20 -14号 改1

適用範囲

杭姿図
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●支持地盤 砂質地盤・礫質地盤・粘土質地盤

●最大施工深さ 砂質地盤・礫質地盤 ： 130D
 粘土質地盤 ： 130D（457.2は58m）
●[引抜き] 最小杭長 2.7mと7Dwの大きい方
●適用する建築物の規模 延床面積の合計が500,000㎡以下

101.6
114.3
139.8
165.2
190.7
216.3
267.4
318.5
355.6
406.4
457.2

杭寸法

最大施工深さ

砂質地盤・礫質地盤 粘土質地盤

砂質地盤・礫質地盤 粘土質地盤

13.2 m
14.8 m
18.1 m
21.4 m
24.7 m
28.1 m
34.7 m
41.4 m
46.2 m
52.8 m
58.0 m

13.2 m
14.8 m
18.1 m
21.4 m
24.7 m
28.1 m
34.7 m
41.4 m
46.2 m
52.8 m
59.4 m

101.6 ～ 457.2mm
（STK400、STK490、HU590、SEAH590）

250 ～ 1150 mm（SM490A）

杭径（材質）

翼径（材質）

補助掘削刃

※先端部鋼管および翼厚の詳細についてはお問合わせ下さい。

※ＨＵ５９０、ＳＥＡＨ５９０の採用に関しましてはお問い合わせ下さい。
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Dw

3Dw

押込み支持力

β： 杭の周囲の地盤（地震時に液状化する恐れのある地盤を除く）のうち
 砂質地盤における杭周辺摩擦係数　β=0
γ： 杭の周囲の地盤（地震時に液状化する恐れのある地盤を除く）のうち
 粘土質地盤における杭周辺摩擦係数　γ=0
Ns： 杭の周囲の地盤のうち砂質地盤のN値の平均値
Ls： 杭の周囲の地盤のうち砂質地盤に接する長さの合計（m）
qu： 杭の周囲の地盤のうち粘土質地盤の一軸圧縮強度の平均値（kN/㎡）
Lc： 杭の周囲の地盤のうち粘土質地盤に接する長さの合計（m）
φ： 杭の周囲の長さ（m）　φ＝π・D

地盤から決まる押込み方向の許容支持力の算出式

α ： 押込み方向の先端支持力係数
  砂質地盤・礫質地盤・粘土質地盤 α=280
N ： 杭先端より下方に１Ｄｗ、上方に１Ｄｗの範囲のＮ値の平均値
  砂質地盤・礫質地盤・粘土質地盤 4≦N≦60
Ap ： 押込み方向の杭の先端有効面積（㎡）
  Ap=π・D²/4+0.43(πDw²/4ーπD²/4)

　長期許容支持力（kN）
　Ra=1/3｛α・N・Ap+(β・Ns・Ls+γqu Lc)φ｝
　短期許容支持力（kN）
　Ra=2/3｛α・N・Ap+(β・Ns・Ls+γqu Lc)φ｝

地盤から決まる押込み方向の長期許容支持力早見表
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杭先端より下方に 1Dw、上方に 1Dw の範囲の平均 N値杭径
D（㎜）

※地盤から決まる許容鉛直支持力の算出は小数点以下は切り捨てて表示しております。 ※地盤から決まる許容鉛直支持力の算出は小数点以下は切り捨てて表示しております。【単位：kN/本】
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杭先端より上方に 3Dw の範囲の平均 N 値杭径
D（㎜）

【単位：kN/本】

（国土交通大臣認定）（国土交通大臣認定）

1Dw
Dw

1Dw

引抜き支持力
地盤から決まる引抜き方向の短期許容支持力の算出式

（建築技術性能証明）（建築技術性能証明）

地盤から決まる引抜き方向の短期許容支持力早見表　

κ ： 引抜き方向の先端支持力係数

  砂質地盤・礫質地盤・粘土質地盤 κ＝60
Nt ： 杭先端より上方に３Ｄｗの範囲のＮ値の平均値
  砂質地盤・礫質地盤・粘土質地盤 5≦Nt≦60
tAp ： 引抜き方向の杭の先端有効面積（㎡）
  tAp=π/4(Dw²ーD²)

W ： 杭の有効自重（kN）

　ｔRa=2/3｛κ・ Nt ・tAp｝+W

0403

※地盤から決まる許容鉛直支持力の算出は、小数点以下を切り捨てて表示しております。
※先端部サイズは、現状在庫・調達の関係により限定させて頂いております。設計折り込みの際にはお問い合わせ下さい。

※地盤から決まる許容鉛直支持力の算出は、小数点以下を切り捨てて表示しております。
※先端部サイズは、現状在庫・調達の関係により限定させて頂いております。設計折り込みの際にはお問い合わせ下さい。



杭頭部の接合例
● 埋込み方式
 杭頭をパイルキャップ内に杭径程度埋め込む。

● 主筋定着方式
 杭頭に鉄筋をフレア溶接し、パイルキャップ内に定着させる。

へりあき及び杭芯間隔例
へりあきと杭芯間隔は、支持力・施工性の健全性を確保するために、次の値を推奨します。

　・へりあき  C：1.25D以上（D：杭径）

　・杭芯間隔 P：1.5Dw以上（Dw：翼径） 

P

P

P

P

2

C

C
C

CC

C

C
3√

［打ち止め管理］ ［深度管理］

［深度管理］
地盤データから、施工完了深度付近における回転トルクまた
は貫入量の変化を期待できないような場合は、試験杭の施工
データの変化と標準貫入試験結果とで大きな相違がないこと
を確認し、本杭では深度管理とし原則として設計杭先端深度
への到達を確認し、施工完了とする。

［打ち止め管理］
試験杭にて、施工完了深度付近における回転トルクまたは貫入
量の変化と、標準貫入試験結果との整合性が確認できる場合、
トルク管理または貫入量管理にて打ち止め管理を行うことが
できる。

①トルク管理
試験杭施工完了時の回転トルク値80％の値→「トルク管理
値」とする。本杭にて、回転トルク値がトルク管理値以上となる
ことを確認し、打ち止めとすることができる。

②貫入量管理
本杭にて、回転トルク値がトルク管理値以上確認できない場合
に「貫入量が10mm以下」となることを確認し、打ち止めとす
ることができる。

施工管理について
A.M.Z 工法は、A.M.Z 工法施工管理者の指示のもとで以下のように［打ち止め管理］または［深度管理］を行います。

Yes

No

No No

杭芯セット

鉛直確認

杭の建て込み

杭回転貫入

設計深度付近到達

及び

杭回転貫入

杭の接続が

Yes

回転トルク≧トルク管理値 貫入量≦10㎜

Yes

あるか

上・中杭の
建て込み及び
接続

監理者・設計者と協議
・杭先端地盤として採用可能か
・貫入深度追加が必要か
・杭変更、再調査等が必要か

打ち止め（施工完了）

Yes

No

No

杭芯セット

鉛直確認

杭の建て込み

杭回転貫入

及び

杭回転貫入

杭の接続が

Yes

設計深度到達

あるか

上・中杭の
建て込み及び
接続

監理者・設計者と協議
・杭先端地盤として採用可能か
・貫入深度追加が必要か
・杭変更、再調査等が必要か

※試験杭施工データと同様な傾向である
　ことを確認しながら回転貫入を行う。

施工完了

※設計者の判断となります。

※設計者の判断となります。

※A.M.Z工法施工指針による。

① ②

A.M.Z工法施工管理者証

受付番号

氏　　名

生年月日
所属会社
交 付 日
有効期限

No.0000-00
○ ○　○ ○
0000年 00月 00日
株式会社 Edge
2020年 10月 6日
2025年 10月 5日

施工管理者証
A.M.Z工法
エー    エム   ゼット

施工管理者
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※最小寸法はご相談ください


